
雪遊びに歓声
　　　笑顔はじける

Ｐ２～４　特集 パイプハウスで作る

　　　　　雪国・西会津の冬野菜

Ｐ５　　　子ども議会初開催

Ｐ６～７　地中に眠る祖先の足跡を追う

Ｐ８～９　雪国まつりフォトギャラリー
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童
の
皆
さ
ん
が
議
会
や
政
治
の
仕
組
み
を
体
験
学
習
す
る

こ
と
で
、
本
町
の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
１
月
26
日
、
町
で
初
め
て
「
子

ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、｢

子
ど
も
議
員
」
と
な
っ

た
14
人
の
う
ち
６
人
が
町
の
施
設
整
備
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
堂
々
と
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
回
出
さ
れ
た
提
案
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
議
長
＝
船
橋
健
心
、
一
般
質

問
を
行
っ
た
子
ど
も
議
員
＝
長
谷
川
み
ち
る
、
横
山
翔
大
、
物
江
夏

花
、
五
十
嵐
優
菜
、
鈴
木
陽
菜
、
伊
藤
莉
穂
〔
敬
称
略
〕

児

Ｑ 人も動物も安心して
 暮らせる町に

　人はもちろん、動物にも注意して
車を運転するよう呼び掛ける看板を
立てる考えはありますか。
　町の回答　必要なところに標識や
看板を設置し、交通事故のないまち
づくりに取り組んでいきます。

Ｑ 野沢地区の安全な広場
 の整備について

　子どもが安心して遊べ、またお年
寄りが休むこともできる広場を野沢
地区につくる考えはありますか。
　町の回答　平成28年度中につくる
計画があります。地域の皆さんと相
談しながら整備を進めていきます。

Ｑ子どもからお年寄りまで
楽しめるまちづくりについて

　みんなが楽しめるショッピングモー
ルなどをつくる考えはありますか。
　町の回答　費用･採算性･商店街と
の関係など課題があります。当面は、
町商工会などと協議しながらにぎわ
いの創出を図っていきます。

Ｑ 高齢者が利用できる
 施設について

　福祉施設を利用していない高齢者
のために、空き家や空き地を活用した
交流の場をつくる考えはありますか。
　町の回答　大変良いアイデアだと
思います。所有者の方と相談し、利
用できるよう取り組んでいきます。

Ｑ 観光ＰＲについて
 

　町には国･県指定の重要文化財が
多くありますが、まだまだ知名度が
低いと思います。どのようなＰＲを
考えていますか。
　町の回答　町外の人を対象とした
｢ふるさと町民クラブ｣の設立や観光
ガイドの養成を予定しています。こ
のほか、町民の皆さんからのアイデ
アも募集していきたいと思います。Ｑ 小学校のプール

 設置について
　新校舎にはプールがありません。
子どもたちが自由に練習できるよう
プールをつくる考えはありますか。
　教育委員会の回答　さゆり公園プー
ルの利用に関する課題については、町
や学校、関係機関などと連携しながら、
十分に検討していきます。

西小６年生が日頃の疑問などを町に質問

子ども議会初開催



６

ど
に
備
え
た
社
倉
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
　
明
治
時
代
以
降

　

１
８
６
８
年(

明
治
元)

、
明
治
新

政
府
は
藩
に
代
わ
る
新
た
な
統
治
機

関
と
し
て
野
沢
に｢

民
政
局｣

を
設
置

し
ま
し
た
。
民
政
局
の
あ
っ
た
場
所

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
場
所
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
民
政
局
は
翌
年
廃
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
８
７
７
年(

明
治
10)

、
野
沢
小

学
校
が
こ
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

当
時
の
校
舎
は
江
戸
時
代
の
米
蔵
を

利
用
し
た
も
の
で
し
た
。
野
沢
小
学

校
は
１
９
０
２
年(

明
治
35)

と
１
９

１
３
年(

大
正
２)

の
２
回
に
分
け
て

横
町
館
と

　
　

そ
の
後
の
歴
史

１
　
鎌
倉
時
代

　

西
会
津
小
学
校
旧
校
舎
が
あ
る
敷

地
の
歴
史
は
、
記
録
さ
れ
て
い
る
最

も
古
い
も
の
で
鎌
倉
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

正
安
年
間(

１
２
９
９
～
１
３
０

１)

に
野
沢
の
領
主
・
荒あ

ら

井い

信し
な
の
の
か
み

濃
守

頼よ
り
と
う任

が
居
館
を
築
い
た
と
さ
れ
、
こ

の
居
館
が｢

横
町
館(

別
称 

荒
井
館)｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
荒
井
氏
は

会
津
地
方
を
治
め
て
い
た
芦
名
氏
と

関
係
が
深
く
、
後
に
子
孫
が
芦
名
の

名
代
と
し
て
織
田
信
長
の
も
と
へ
遣

わ
さ
れ
、
馬
や
ろ
う
そ
く
を
献
上
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　
戦
国
時
代

　

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
元
亀
年
間

(

１
５
７
０
～
１
５
７
３)
に
大お

お
つ
き槻

(

大お
お

庭ば)

太た

郎ろ
う

左ざ

え衛
門も

ん
ま
さ
み
ち

政
道
が
大
槻
館

(

現
在
の
遍
照
寺)

か
ら
移
っ
て
き
ま

す
。
大
槻
太
郎
左
衛
門
政
道
は
１
５

７
６
年(

天
正
６)

に
、
西
方(

三
島

町)

の
山
内
右
近
ら
と
と
も
に
上
杉

謙
信
に
内
応
し
芦
名
盛
氏
に
反
旗
を

翻
し
ま
す
が
、
敗
れ
、
討
た
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
ろ
の
横
町
館
の
様
子
を
描

い
た
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
大
き
さ
は
東
西
約
１
１

７
ｍ
、
南
北
約
51
ｍ
で
、
西
と
南
に

は
幅
約
６
ｍ
、
深
さ
約
３
ｍ
の
堀
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
と
北
に
は
長

谷
川
が
流
れ
て
お
り
、
舟
着
場
を
設

け
て
物
資
な
ど
の
運
搬
に
利
用
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
　
江
戸
時
代

　

１
６
６
５
年(

寛
文
５)

、
越
後
村

上
藩
主
松
平
直な

お
の
り矩

が
江
戸
か
ら
の
参

勤
交
代
の
途
中
に
野
沢
で
宿
泊
し
、

そ
の
際
に
宿
を
出
て｢

肥
後
殿
茶
屋｣

を
見
学
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

｢

肥
後
殿
茶
屋｣

は
会
津
藩
主
が
巡

見
の
際
、
休
憩
や
宿
泊
に
利
用
し
て

い
た
建
物
で
、
こ
れ
も
現
在
の
西
会

津
小
学
校
旧
校
舎
敷
地
に
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
７
２
１
年(

享
保

６)

に
な
る
と
、
藩
命
に
よ
り
肥
後

殿
茶
屋
は｢

本
陣｣

と
改
称
し
、
現
在

の
原
町
駐
車
場
に
移
転
し
ま
す
。

　

や
が
て
１
８
０
８
年(

文
化
５)

、

常
楽
寺
裏
に
あ
っ
た
代
官
所
が
こ
の

場
所
に
移
り
、
代
官
所
は
明
治
維
新

ま
で
続
き
ま
す
。

　

会
津
藩
が
編
さ
ん
し
た
『
新
編
会

津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
米

蔵
が
４
棟
建
て
ら
れ
た
と
の
記
載
が

あ
り
、
う
ち
１
棟
は
災
害
や
飢
饉
な

横町館跡の絵図
(会津坂下町･慶徳正之氏所有)

　

遺
跡
は
、
昔
の
人
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か
を
今
の
時
代
に
教
え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
、
後
世
に
残
し

伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
開
発
工
事
な
ど
、
や
む
を
得
ず
遺
跡
を
保
存
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
発
掘
調
査
を
行
い
図
面
や
写
真
と
し
て
遺
跡
を
記
録
し
、
報
告
書
を
ま

と
め
、
そ
の
遺
跡
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
後
世
に
残
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
町
役
場
の
庁
舎
移
転
工
事
に
先
立
ち
西
会
津
小
学
校
旧
校
舎
敷

地
の
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
「
横
町
館
跡
」
と
い
う
遺
跡
と
し
て
県
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
各
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
建
築
さ
れ
、
野
沢
地
区
の
重
要
な
拠
点
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
「
横
町
館
跡
」
の
歴
史
や
、
試
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
中
に
眠
る

祖
先
の
足
跡
を
追
う

�

埋
蔵
文
化
財
・
横よ

こ
ま
ち
た
て
あ
と

町
館
跡
試
掘
調
査
か
ら



７

木
造
校
舎
が
建
築
さ
れ
、
そ
の
後
１

９
６
５
年(

昭
和
40)

に
現
在
も
残
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
が
完
成

し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年(

平
成
24)

、

町
内
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
名
称
を

｢

西
会
津
小
学
校｣

と
し
、
２
０
１
５

年(

平
成
27)

４
月
に
校
舎
が
移
転
す

る
ま
で
の
１
３
９
年
間
、
こ
の
地
は

子
供
た
ち
の
教
育
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

試
掘
調
査
の
成
果

　

今
回
の
試
掘
調
査
は
、
こ
の
西
会

津
小
学
校
旧
校
舎
敷
地
に
本
当
に
遺

跡
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
、
校
庭
敷
地
約
４
２
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
４
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

試
掘
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
表

土
を
取
り
除
き
ま
す
。
重
機
を
使
っ

て
昔
の
建
物
や
工
作
物
の
跡
で
あ
る

遺
構
が
現
れ
る
土
層
ま
で
掘
り
下
げ

た
ら
、
そ
こ
か
ら
は
図
面
を
描
い
た

り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、

作
業
員
が
手
作
業
で
丁
寧
に
掘
り
進

め
ま
す
。

　

試
掘
調
査
の
結
果
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
柱

穴
が
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
に
建
造
物
の
柱
の
土
台
と
し
て
使

わ
れ
た
礎
石
が
出
土
し
ま
し
た
。
当

時
は
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
柱
を
直

接
立
て
る
掘
立
柱
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
の
で
、
礎
石
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
何
ら
か
の
巨
大
で
特
別
な

建
造
物
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
礎
石
は
肥
後
殿
茶
屋

や
代
官
所
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
ま
だ
特

定
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
西
側
の
調
査
で
は
堀
の
痕

跡
も
確
認
さ
れ
、
土
留
め
に
使
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
石
列
や
木
柱
列
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
に
住
む
人
の

証
言
に
よ
る
と
、
こ
の
堀
は
１
９
４

０
年(

昭
和
15)

の
校
庭
拡
張
工
事
に

よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
そ
う
で
す

が
、
そ
の
と
き
に
混
入
し
た
と
思
わ

れ
る
戦
前
に
存
在
し
た
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー｢

大
日
本
麦
酒
株
式
会
社｣

製
の

ビ
ー
ル
瓶
や
、
野
沢
地
区
に
あ
る
商

店
の
屋
号
が
入
っ
た
湯
飲
み
茶
碗
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

今
後
の
調
査
予
定

　

横
町
館
跡
を
全
面
的
に
調
査
す
る

本
調
査
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
２
年

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
調
査
区
域

は
校
庭
の
ほ
か
、
体
育
館
裏
の
職
員

駐
車
場
や
校
舎
の
裏
側
ま
で
広
が
り

ま
す
。
今
回
の
試
掘
調
査
は
部
分
的

な
調
査
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
来
年

度
か
ら
の
本
調
査
で
は
横
町
館
跡
の

全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
、

そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

発
掘
調
査
に

　
　

関
す
る
お
願
い

　

発
掘
調
査
に
は
重
機
を
使
用
し
ま

す
。
ま
た
、
調
査
現
場
は
足
下
が
悪

く
、
非
常
に
危
険
で
す
。
関
係
者
以

外
の
人
は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

当
分
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
文
化
財
保
護
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
45
︱
３
２
４
４

明治45年に撮影された野沢小学校の写真

▼
 

試
掘
調
査
の
様
子 

▼

▼ �

出
土
し
た
礎
石
と
大
日
本
麦
酒
製

の
ビ
ー
ル
瓶
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町では、会津いいで農業協同組合、ＪＡ会津いいで総合
サービス株式会社、町商工会、株式会社リオン・ドールコー
ポレーション、かわちやグループ有限会社河内屋商店、かわ
ちや株式会社と災害時における各種応援協定を締結しました。
この協定は、大規模な災害が発生した際に迅速かつ円滑な応
急対策を図るため結んだもので、食料品や日用品、燃料など
の供給を優先的に行う内容となっています。２月17日に行っ
た締結式では、伊藤町長が「本協定の趣旨を理解いただき心
強く思っています。町では、防災意識の高揚を図り、さらに
対策を強化していきます」とあいさつしました。

災害時の応援協定を締結

　迅速かつ的確な消防技術の習得と、先人が残した貴重な
文化財産を火災から守ることを目的に文化財防火デー合同
消防訓練が１月24日、円満寺観音堂で行われました。当日
は、町および消防関係機関、出ヶ原自治区の皆さんなど約
１００人が参加し、円満寺観音堂付近から出火した想定で
初期消火、重要物件搬出、応急手当、放水などの訓練を行
い、万一の際に備えて対応手順の確認を行いました。訓練
終了後の講評で伊藤町長は「本日の訓練を契機に文化財の
保護・愛護に取り組み、予防消防のさらなる充実に努める
ようお願いします」と呼び掛けました。

万一に備え 文化財防火デー合同消防訓練

　福島県内各地を巡るラジオ福島による月１回の公開生放送
「風とロックＣＡＲＡＶＡＮ福島」が２月20日、西会津中学
校多目的ホールで開催されました。当日は、郡山市出身のク
リエイティブディレクター箭

やない
内道彦さんと地元ゲストの矢部

佳宏さん(西会津国際芸術村)、早川美奈子さん(野沢民芸品
製作企業組合)、渡部佳菜子さん(若手農業者)がトーク
ショーを繰り広げた後、高畑ひらくさん、伊藤和哉さん、渡
辺俊美さんがアコースティックライブを行い、訪れた大勢の
観客を楽しませました。[写真＝①左から箭内さん、渡辺さ
ん／②左から矢部さん、早川さん、渡部さん]

風とロックＣＡＲＡＶＡＮ福島が西会津に

　旧暦の大晦日にあたる２月７日から８日の元旦にかけ、
大山祇神社には大勢の参拝客が二年参りに訪れ、かがり火
が照らす拝殿で無病息災などを願いました。にぎわい始め
た午後10時15分からは、中野区むらおこし実行委員会の皆
さんが会津の伝統行事歳の神を行い、その後には参拝客に
年越しそばと餅を振る舞いました。午前０時には一番太鼓
が打ち鳴らされ、神社の中で新年のご祈祷が行われました。
野沢の山の神様は、２年にわたって参拝すると心願成就を
果たせると古くから言い伝えられ、参拝に訪れた皆さんは
年明けの前と後それぞれで熱心に手を合わせていました。

大山祇神社 旧正月の二年参りにぎわう

①

②
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肥
満
は
万
病
の
も
と

　

肥
満
は
単
に
体
重
が
多
い
こ
と
を

い
う
の
で
は
な
く
、
体
に
占
め
る
脂

肪
細
胞
の
割
合
が
適
正
値
よ
り
多
い

状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

脂
肪
細
胞
が
作
る
物
質
は
、
血
圧

や
血
糖
、
脂
質
に
影
響
を
与
え
て
動

脈
硬
化
を
促
進
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
を
招
き
ま
す
。

リ
ン
ゴ
と
洋
ナ
シ

　

肥
満
に
は
、
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂

肪
が
た
ま
る｢

内
臓
脂
肪
型
肥
満(

リ

ン
ゴ
型
肥
満)｣

と
皮
膚
の
す
ぐ
下
に

脂
肪
が
た
ま
る｢

皮
下
脂
肪
型
肥
満

(

洋
ナ
シ
型
肥
満)｣

が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
に
な
り
や
す
い
の
は
内
臓
脂
肪

型
肥
満(

リ
ン
ゴ
型
肥
満)
で
す
。
腹

部
Ｃ
Ｔ
検
査
で
内
臓
脂
肪
面
積
が
１

０
０
平
方
㎝
以
上
あ
れ
ば
内
臓
脂
肪

型
肥
満
と
判
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

肥
満
は
一
見
す
る
と
太
っ
て
見
え
な

い
こ
と
が
多
い
た
め
、
肥
満
に
気
付

き
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
時
に
測
定
し
た
腹
囲
が
基
準

値
を
超
え
て
い
る
場
合(

男
性
85
㎝
、

女
性
90
㎝)

に
は
、
ほ
か
の
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
脂
質

に
異
常
が
あ
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

体
重
測
定
を
習
慣
に

　

肥
満
は
生
活
習
慣
病
な
ど
数
多
く

の
病
気
の
危
険
因
子
で
す
。
体
重
・

体
型
を
管
理
し
肥
満
を
予
防
す
る
こ

と
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
数
多
く
の

病
気
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

体
重
測
定
は
朝
が
お
す
す
め

　

朝
は
、
夜
に
食
べ
た
食
事
が
消
化

さ
れ
る
た
め
体
重
が
食
事
量
に
左
右

さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
体
重
の
測

定
に
は
朝
が
一
番
適
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
体
重
管
理
の
コ
ツ

・�

体
重
は
、
測
定
す
る
時
間
や
食
事

量
、
服
装
で
変
わ
り
ま
す
。
な
る

べ
く
決
ま
っ
た
時
間
帯
に
測
定
す

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・�
ま
た
、
体
重
は
計
る
だ
け
で
な
く

記
録
し
ま
し
ょ
う
。
体
重
日
記
を

つ
け
る
と
日
々
の
食
生
活
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
効
果
的
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
継
続
が
大
切
で
す
。

毎
日
こ
つ
こ
つ
記
録
し
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
20
日
、
３
歳
児
６
人
を

対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結

果
、
む
し
歯
の
な
い
子
は
４
人

で
し
た
。

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

健
康
づ
く
り
は
◦
朝
が
◦
い
ち
ば
ん

　

夏
の
健
診
時
と
比
べ
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

１
年
を
通
し
て
み
る
と
、
体
重
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ま
た
は
春
先
に
増

加
し
や
す
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

人
の
体
は
、
寒
い
と
体
温
を
上
げ
る
た
め
に
脂
肪
を
蓄
え
、
体
を
守
ろ
う
と

し
ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
に
負
け
て
外
出
を
控
え
る
な
ど
動
く
機
会
が
減
る
と
、

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
な
り
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
的
な
季
節
に
向
け
て
体
重
管
理
を
始
め
、
肥
満
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

肥
満
予
防
は
毎
日
の

か
ら

体
重
管
理

BMIで標準体重をチェック
　身長と体重の関係から肥満度を示す指標として、

体格指数（ＢＭＩ：ボディ・マス・インデックス）が用

いられています。

BMI
＝体重(㎏)÷身長(ｍ)÷身長(ｍ)
18.5未満　　　　　　やせ

18.5以上25.0未満　　正常域

25.0以上　　　　　　肥満

標準体重(㎏)
＝22×身長(ｍ)×身長(ｍ)
＊ＢＭＩが22となる体重が標準体重です。

＊身長は単位に注意！　１５６㎝＝１．５６ｍ

三瓶 華
か の ん

音ちゃん
（山浦）

すごいな！むし歯のない子

加藤 瑠
る き

輝くん
（６町内）

平野 良
い っ さ

沙くん
（安座）

田崎 百
も も か

々香ちゃん
（出ヶ原）



材
料
（
２
人
分
）

　

厚
揚
げ�

１
枚(

１
５
０
ｇ)

　

鶏
ひ
き
肉�

１
０
０
ｇ

　

タ
マ
ネ
ギ�

１／４
個(

50
ｇ)

　

卵�

１／２
個

　

塩�

少
々

　

小
麦
粉�

小
さ
じ
２

　

油(

揚
げ
用)�

適
量

作
り
方

　

�

①
厚
揚
げ
を
１
・
５
㎝
角
に
切
り
、

　

タ
マ
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

　

�

②
ボ
ウ
ル
な
ど
で
鶏
ひ
き
肉
と
塩

を
混
ぜ
合
わ
せ
、
と
い
た
卵
と
タ

マ
ネ
ギ
を
加
え
て
さ
ら
に
練
り
混

ぜ
る
。

　

�

③
厚
揚
げ
を
加
え
、つ
ぶ
し
な
が
ら

混
ぜ
合
わ
せ
る
。
８
等
分
に
し
て

平
た
く
ま
と
め
、小
麦
粉
を
付
け
る
。

　

�

④
１
７
０
℃
に
熱
し
た
油
で
３
分

～
５
分
ほ
ど
揚
げ
、
油
を
切
る
。

　

�

＊
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
と
一
緒

に
盛
り
付
け
ま
し
ょ
う
。
ナ
ゲ
ッ

ト
に
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
マ
ス
タ
ー

ド
が
合
い
ま
す
ね
。

化
は
足
の
筋
肉
か
ら
現
れ
ま
す
。
筋

肉
量
の
減
少
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

リ
ス
ク
が
拡
大
す
る
ば
か
り
か
、
け

が
や
病
気
か
ら
回
復
し
た
後
の
生
活
ま
で
左
右

す
る
場
合
が
あ
り
、｢

筋
肉
は
命
の
源｣

と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
を
し
っ
か
り
と
保
つ
た

め
に
は
食
事
と
運
動
が
大
切
で
す
。

◆
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
る

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
不
足
な
く
取
れ
て
い
る
か

は
体
重
の
変
化
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
体
重
が
減
少
し
や
す

い
体
に
な
る
た
め
、
体
重
測
定
を
習
慣
化
し
て

食
べ
る
量
や
内
容
を
見
直
し
、
十
分
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
タ
ン
パ
ク
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る

　

虚
弱
体
質
の
予
防
や
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
し
た
い
人
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
と

取
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
ま
た
、
タ
ン
パ
ク
質

は
肉･

魚･

卵･

大
豆･

乳
製
品
な
ど
か
ら
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
貯
筋

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、
年
齢

に
関
係
な
く
筋
肉
量
を
保
ち
、
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
つ
ま
先
立
ち
や
椅
子
に
座
っ
て
行

う
「
も
も
上
げ
運
動
」
な
ど
が
お
す
す
め
で
、

５
分
間
行
う
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
運

動
を
取
り
入
れ
、
筋
肉
を
貯
め
ま
し
ょ
う
。

老筋
肉
を
育
て
る
生
活
ポ
イ
ン
ト

12

厚揚げ入り

チキンナゲット

キャベツ

添え 32

調理時間 
約25分

食
事
の
栄
養
素
を
考
え

筋
肉
を
育
て
る

シ
リ
ー
ズ

●
若
さ
を
保
つ
秘
訣

チャレンジ！！

タンパク質が豊富な食材を組み合わせた一品

厚揚げを使ったボリューム揚げ物

元気に年を重ねる
には、食事と運動
が大切なんだね！

｢筋肉｣が健康寿命を延ばす鍵
骨�折を予防　筋肉が多い人は足腰がしっかりしているため
転倒しにくく、骨折のリスクが低くなります。
寝�たきりを予防　大きなけがや重い病気の回復後に立って
歩くことができず、そのまま寝たきりになってしまう場
合があります。予防のためにも筋肉を蓄えておくことが
重要です。
糖�尿病を予防　筋肉量が少なくなると、糖尿病を発症しや
すくなるといわれています。筋肉量が多いと体内のイン
スリンが十分な効果を発揮し、糖尿病になるリスクを低
くします。
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公民館だより
　　　�性講座は、女性を対象とした学びと仲間づくりの

講座で、今年度は50代から80代までの55人の皆さ
んが受講しました。
　５月から２月までに16回の講座を開催し、環境問題、
自然探勝、手芸、歴史、料理、スポーツ、健康などさまざ
まな事柄について学習し、親睦を深めました(左表参照)。
　１月には、｢クラフトテープ｣という紙テープを編んで
バッグを作る｢エコクラフト教室｣を開催しました。バッ
グを作るまでにはたくさんの工程があり、全５回の講座
となりました。受講した皆さんは、苦労しながらも見事
な作品を完成させました。[写真＝受講者同士で教え合
い制作したエコクラフトバッグを手に記念撮影]

女活動紹介 その３

女性講座
女性のための学びと仲間づくりの講座

公民館事業の活動紹介
　先月号に引き続き、今月号では「女性講座」と「ス
ノースポーツスクール」の活動を紹介します。

活動紹介 その４

スノースポーツスクール
雪国の特色を生かして

ウィンタースポーツを習い、楽しむ

　　　�ノースポーツスクールを１月24日にさゆり公園多
目的広場で開催し、大人と子ども合わせて12人が

参加しました。
　毎年開催しているこのスノースポーツスクールでは、
昨年度はアルペンスキー教室を、今年度はクロスカント
リースキー教室を開催しました。
　今年の講師は、クロスカントリースキーで国体入賞経
験のある鈴木崇之さんと、猪苗代高校スキー部で活躍し
た鈴木志寿子さん夫妻（上野尻）です。
　例年になく積雪が少なかった今年は、開催を危ぶむ声
もありましたが、当日は30㎝程の積雪があり無事開催す
ることができました。
　講師からスキーの履き方や滑り方のポイント説明が
あった後、まずはクロスカントリースキーに慣れるため
に、準備運動を兼ねてコース作りを行いました。クロス
カントリースキーは初めてという子どもたちが多く、最
初は転ぶ姿も見られましたが、コース完成後、講師から
アドバイスを受け始めるとみるみる上達していきました。
　教室の最後には、２チームに分かれてリレーを行いまし
た。後半の大逆転劇などで大いに盛り上がり、参加者から
は「またクロスカントリースキーをやりたい」といった声が
上がりました。[写真＝①上手に滑走する参加者／②講
師の鈴木崇之さん／③２チームに分かれて行ったリレー]

ス

開催月 内　　　　容 講師(敬称略)

５月 環境学習教室
｢ゴミの分別と環境問題｣

喜多方広域市町村圏組合
環境センター山都工場長

６月 自然探勝
｢雄国沼ハイキング｣

小林利男･鈴木正人
(もりの案内人)

７月 手芸教室
｢和布で作るがま口ポーチ｣

湯浅睦子
(雑貨店店主)

８月
９月

ニュースポーツ教室 全２回
｢グラウンドゴルフ｣ 町生涯学習指導員

９月 歴史教室
｢阿賀町を訪ねて｣(机上学習)

矢部征男(町文化財
保護審議委員)

10月 歴史教室
｢阿賀町を訪ねて｣(現地学習)

矢部征男(町文化財
保護審議委員)

11月 料理教室
｢車麩で洋風料理｣

福澤明生
(居酒屋店店主)

12月 健康教室
｢生活習慣病予防｣ 町保健師

１月 エコクラフト教室 全５回
｢クラフトテープでバッグ作り｣ 町生涯学習指導員

１月
２月

ニュースポーツ教室 全２回
｢カローリング｣ 町生涯学習指導員

続

① ②

③
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樋口   洋 さん ［４町内］
ひ   ぐち        ひろし

2016
March

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は生徒会総務を務める１年
・土田愛唯さんです。

わたしの夢――
 「私が将来なりたいと思ってい
る職業は弁護士です。映画やド
ラマに登場する弁護士は、良い
こと·悪いことをしっかりと区別
し、また、それを判断するための
調査や努力を怠りません。集中し
て仕事に取り組む姿は私の憧れです。将来は、その場その場に応じて
素早く対応でき、良いこと・悪いことをきちんと区別できる大人にな
りたいと思っています｣

努力していること――
 「なるべくコミュニケーションをとるように心掛けています。その
場の感情で判断してしまうことがないように、何事もよく話を聞い
て見極めるよう努力しています｣

未来の自分に一言――
  「将来の夢が弁護士から違うものに変わっていても、その夢のため
に努力を続け頑張ってください」

め　い

　宝
物
は
？
『
ア
フ
リ
カ
・
キ
リ
マ

ン
ジ
ャ
ロ
登
山
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

体
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まんさく俳句会
［２月例会］
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あ べ    じゅんいち
阿部  純一さん（２月号）からメッセージ

今年は、けがをしないように気を付けてください。

趣味は？　球技以外

自分を一言で表現すると？
　鉄砲玉というかただのバカ

これからやってみたいことは？
　やってみたいことよりやめ
たいことの方が多い。特に登
山は勇気を持ってやめたい

次の方を紹介してください
　Ｈ・Ｈさん（４町内）

特技は？
　バック転と大車輪

熱中していることは？
　雪上バイクで空を飛ぶ

最近感動したことは？
　腰が痛くないこと

あなたのモットーは？
　穏やかに暮らし、仕事も
遊びも適当に人の倍やる
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まちの人口  ～２月１日現在～　(前月比)
人　口 　　　  ６，９１０人　 （－１７人)
　男 　　　　  ３，３２１人　 （－１１人)
　女 　　　　  ３，５８９人　 （－　６人)
世　帯 　　　  ２，７４１世帯　 （－　２世帯)

戸籍の窓口  ～１月受付分～ 〈敬称略〉

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月

【問い合わせ先】
企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

　２月19日、西会津高校生による新しいスイーツ
ブランド「フフフッスイーツ」の発表会が同校で
行われ、町の特産品である車麩を活用した「車麩
ラスク」が第１弾としてお披露目されました。こ
れは、町の魅力を再発見・発信することで地域コ
ミュニティや経済の活性化目指す「西高魅力発見
隊」の皆さんが町の事業者と共同で商品開発した
スイーツで、交流物産館よりっせなどで購入する
ことができます。町では、次代を担う高校生がこ
のような取り組みを行うことを通して、地域への
愛着や誇りの醸成、さらには将来町のために力を
発揮するような人材の育成につなげていきます。
[写真＝①車麩ラスク／②発表会での記念撮影]

お誕生おめでとう
橋谷田　恵

けい

　人
と

くん　　　和洋・めぐみ� ４町内
加　藤　　　舞

まい

ちゃん 　　孝弘・愛� 下小屋

お悔やみ申し上げます
伊　藤　葊　吉（95）　博　也　　父　　堀　越
伊　藤　德　男（80）　日出男　　父　　　牧
五十嵐　辰　男（87）　孝　明　　父　　萱　本
渡　部　武　彦（96）　直　美　　父　　松　尾
齋　藤　八重子（84）　信　也　　母　　上野尻
上　野　トラノ（91）　　進　　　母　　橋　屋
長谷川　 　男（94）　正　嘉　　父　　真ヶ沢
矢　部　テツヨ（96）　一　男　　母　　宮　野
奥　滝　チヨノ（93）　玉木 康則　　母　　梨　平

百 歳 賀 寿

　２町内の渡部タツさんが満１００歳を迎え、２
月８日、自宅にて賀寿贈呈式が行われました。式
では、親族が見守る中、伊藤町長がタツさんに賀
寿と祝い金を贈り、長寿を祝福しました。タツさ
んは大正５年の生まれで、長生きの秘訣は「好き
嫌いなく何でも食べること」だと話しています。

　町では、毎週火曜・木曜日の窓口業務を午
後７時まで延長しています。戸籍、住民票、
税証明など各種証明書の発行や、公金の納
入・支払いが可能です。ぜひご利用ください。
なお、住所変更や印鑑の登録などは取り扱え
ませんのでご注意ください。

戸籍、税証明など窓口業務を延長 ご
利
用
く
だ
さ
い

　会津いいで農業協同組合が合併することに伴い、
３月１日から町指定金融機関の名称が「会津いい
で農業協同組合」から「会津よつば農業協同組合｣
に変わります。これにより、会津管内の農協全支
店で公金の納入や支払いに係る手数料が無料とな
ります。
　なお、この変更によって、町民の皆さんが行う
手続きはありません。

町指定金融機関の名称が変わります

▼ 
伊
藤
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長
か
ら
賀
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を
受
け
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西高生が車麩で
商品開発
②

①
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2 0 1 6（平成 2 8 年）

　雪国まつりの会場に設
けられたジャンボ滑り台
では、子どもや親子連れ
が時間の経つのを忘れて
夢中でそり遊びを楽しん
でいました。何度も何度も登っては滑り下り、はじけ
るような笑顔を浮かべていました。

３

真冬の夜を彩る火と光真冬の夜を彩る火と光
　雪国まつりの初日となった２月13日の夜は、｢キャンドルナ
イト」で約１，０００個のろうそくの光が幻想的に輝き、会津の
伝統行事「歳の神」の火は空高く豪快に燃え上がりました。最
後は初日のフィナーレを飾る雪上花火が冬の夜空を彩り、会場
に訪れた皆さんを魅了しました。


